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詳しくは
公式サイトをご参照

ください。

「KOTOパスポート」の表紙を開くと、江東区の名所を表現した浮世絵や
江東区所蔵の写真・絵葉書がデザインに組み込まれています。

屋形船船内イメージ

渋沢栄一宅跡

旧渋沢家住宅外観写真　正面

福住稲荷神社（写真澁澤倉庫㈱提供）

スタンプも（独）国立印刷局オリジナルのデザイン

えいたいばし

てんじん

しぶさわ

ばしょう

江東区を巡る“周遊型”スタンプラリーイベント

　江東区とゆかりのある渋沢栄一について、より深く知っていただくため
に、渋沢関連史跡をめぐるツアーを６月から12月にかけて10回実施してい
ます。（企画・実施：江東区観光協会）
　江東区内の渋沢栄一ゆかりの地を案内人による解説を聞きながらまちあ
るきを行い、屋形船での昼食後、江東区指定有形文化財（建造物）「旧渋沢
家住宅」の見学（外観）をします。日本近代史に大きな足跡をのこした渋
沢栄一の人物を感じることができるツアーとなっています。

「渋沢栄一ゆかりの地をめぐる」まちあるき＆クルーズツアー新１万円
札

発行記
念

巻頭特集 416_ 四校� 24/10/29

詳しくは
公式サイトを
ご参照ください。

江東区

渋
沢
栄
一
関
連
事
業
と
し
て

区
内
周
遊
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

令
和
６
年
７
月
に
発
行
さ
れ
た
新
一
万
円

札
の
顔
・
渋
沢
栄
一
は
、
深
川
福
住
町
（
現
・

永
代
二
丁
目
）
に
12
年
間
本
拠
を
構
え
、
旧

深
川
区
の
初
代
区
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
、

江
東
区
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
区

で
は
新
一
万
円
札
発
行
を
契
機
と
し
て
、
令

和
４
年
度
に
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
独
立

行
政
法
人
国
立
印
刷
局
作
製
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
使
っ
た
周
遊
イ
ベ
ン
ト
を
令

和
５
年
度
に
開
催
し
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
を

集
め
な
が
ら
区
内
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

と
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、

今
年
度
も
「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
旅
め
ぐ
り
２
０
２
４
」

と
題
し
た
同
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を

使
っ
て
江
東
区
内
を
周
遊
す
る

「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
旅
め
ぐ
り
２
０
２
４
」
は
、

６
月
３
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
６
月

３
日
か
ら
）
と
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
（
９
月
13

日
か
ら
）
の
２
つ
が
同
時
開
催
中
で
す
。

「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
参
加
キ
ッ
ト

（
５
０
０
円
分
の
区
内
共
通
商
品
券
付
き
で

１
０
０
０
円
。
区
役
所
２
階
の
こ
う
と
う
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
区
内
各
文
化
セ
ン

タ
ー
、
公
式
サ
イ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
販

売
）
を
購
入
し
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
指
示
に

従
っ
て
区
内
を
周
遊
し
な
が
ら
条
件
を
ク
リ

ア
し
て
い
き
ま
す
。

12
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
台
を
巡
る

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
見
な
が
ら
ス
タ

ン
プ
設
置
場
所
に
向
か
い
、「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
パ
ス

ポ
ー
ト
」に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。さ
ら
に

各
ス
タ
ン
プ
台
に
書
か
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

探
し
、12
カ
所
分
が
集
ま
っ
た
ら
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
を
埋
め
て
答
え
を
導
き
出
し
、解
答
入
力
サ

イ
ト
に
答
え
を
入
力
。抽
選
で
区
内
共
通
商

品
券
や
江
東
区
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ト
ミ

ち
ゃ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
当
た
り
ま

す
。ス
タ
ン
プ
台
は
江
戸
時
代
に
関
す
る
資
料

等
を
展
示
及
び
収
集
、保
存
し
て
い
る「
深
川

江
戸
資
料
館
」や
今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

複
合
型
商
業
施
設「
豊
洲 
千
客
万
来
」な
ど
の

観
光
名
所
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
な
が
ら

謎
を
解
く
「
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
」

３
つ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
な
が
ら
謎
解
き
に
挑

戦
し
ま
す
。
亀
戸
駅
前
か
ら
亀
戸
天
神
社
へ

向
か
う
「
城
東
コ
ー
ス
」、
清
澄
公
園
付
近
か

ら
富
岡
八
幡
宮
へ
向
か
う
「
深
川
コ
ー
ス
」、

有
明
駅
前
か
ら
豊
洲
市
場
へ
向
か
う
「
湾
岸

コ
ー
ス
」
が
あ
り
、
ど
の
コ
ー
ス
か
ら
も
挑
戦

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用

し
な
が
ら
謎
を
解
き
、
ク
リ
ア
し
た
ら
次
の

コ
ー
ス
へ
。
３
コ
ー
ス
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
さ

ら
に
エ
ク
ス
ト
ラ
問
題
に
挑
戦
で
き
、
こ
れ
を

解
く
と
４
コ
ー
ス
ク
リ
ア
と
な
り
ま
す
。
ク
リ

ア
し
た
コ
ー
ス
数
に
応
じ
て
「
江
東
ブ
ラ
ン

ド
」
認
定
の
品
や
ホ
テ
ル
宿
泊
券
な
ど
、
江

東
区
ゆ
か
り
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

江
東
区
は
、区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
新
一
万
円
札
の
顔
・
渋
沢
栄
一
関
連
事
業
の
一
環
と
し
て「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
旅
め
ぐ
り

２
０
２
４
」を
開
催
し
、ま
た
、新
た
な
観
光
資
源
を
発
掘
す
る
取
り
組
み
と
し
て「
メ
タ
観
光
」事
業
に
着
手
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
多
く
の
方
々
に
区
内
を
周
遊
し
て
い
た
だ
き
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
旅
め
ぐ
り
２
０
２
４
と
江
東
区
の
メ
タ
観
光

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
旅
め
ぐ
り
２
０
２
４
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆
謎
解
き
イ
ベン
ト
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の
視
点
を
学
び
、
そ
の
後
各
自
で
街
を
散
策

し
て
地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
「
メ
タ
観
光

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１
「
わ
た
し
の

名
所
、
あ
な
た
の
名
所
」

「
わ
た
し
の
名
所
、
あ
な
た
の
名
所
」
で

は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
参
し
た
写
真
と

と
も
に
「
わ
た
し
の
名
所
」
を
紹
介
し
、
地

図
上
に
落
と
し
込
む
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

紹
介
文
は
、
参
加
者
が
２
人
１
組
と
な
り
、

一
方
が
語
り
手
、
も
う
一
方
が
聞
き
手
の
役

目
を
し
、
聞
き
手
が
語
り
手
に
取
材
を
し
て

書
く
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
名
所

を
挙
げ
た
本
人
が
書
い
た
の
で
は
、
魅
力
が

読
み
手
に
伝
わ
ら
な
い
独
善
的
な
も
の
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

名
所
と
し
て
挙
が
っ
た
の
は
、
公
園
か
ら

見
る
夕
陽
の
美
し
さ
、
歩
道
橋
か
ら
手
が
届

き
そ
う
な
高
速
道
路
の
迫
力
あ
る
眺
め
、
区

民
ま
つ
り
の
と
あ
る
光
景
な
ど
。
地
域
目
線

で
な
く
て
は
気
づ
か
な
い
、
と
っ
て
お
き
の

魅
力
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

自
治
体
と
し
て
は
都
内
初
！

江
東
区
が
取
り
組
む
メ
タ
観
光

「
メ
タ
観
光
」
と
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な

い
言
葉
で
す
が
、
英
語
の
「
ｍ
ｅ
ｔ
ａ
」（
高

い
次
元
の
、
超
越
し
た
）
を
基
に
し
た
造
語

で
、
観
光
の
新
し
い
考
え
方
で
す
。
た
と
え

ば
ア
ニ
メ
の
聖
地
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
、
珍
し

い
地
形
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た

地
域
の
文
化
資
源
・
魅
力
を
新
た
な
観
光
資

源
と
し
て
発
掘
し
、
そ
の
情
報
を
オ
ン
ラ
イ

ン
地
図
上
に
可
視
化
し
て
楽
し
み
ま
す
。
江

東
区
で
は
、
人
の
価
値
観
の
変
化
や
観
光
の

目
的
の
多
様
化
に
応
じ
て
、
こ
の
取
り
組
み

に
着
手
し
ま
し
た
。
東
京
都
内
の
自
治
体
主

体
の
取
り
組
み
と
し
て
は
初
の
試
み
で
す
。

メ
タ
観
光
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
、
メ

タ
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
が
あ
り
ま
す
。
従
来

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
加
え
、
メ
タ
観
光
の
考

え
方
に
よ
る
新
た
な
観
光
資
源
を
オ
ン
ラ
イ

ン
地
図
上
に
可
視
化
す
る
も
の
で
、
今
年
10

月
に
公
開
し
た
江
東
区
の
観
光
情
報
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
お
で
か
け
パ
ス
」
の

メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
と
な
り
ま
す
。「
Ｋ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
お
で
か
け
パ
ス
」
に
は
メ
タ
観
光
マ
ッ
プ

の
ほ
か
、
グ
ル
メ
や
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
地

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
の
テ
ー
マ
別
観
光
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

江
東
区
は
、
隅
田
川
と
荒
川
に
囲
ま
れ
運

河
も
流
れ
る
水
彩
都
市
で
、
下
町
情
緒
と
人

情
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
で
す
。
大
き
く
「
深
川

エ
リ
ア
（
清
澄
白
河
や
門
前
仲
町
な
ど
）
」

「
城
東
エ
リ
ア
（
亀
戸
や
大
島
な
ど
）
」「
湾

岸
エ
リ
ア
（
豊
洲
や
有
明
な
ど
）
」
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
多
く
の
観
光
資
源

を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
さ
ら
に
メ
タ
観

光
の
視
点
を
加
え
た
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
に

あ
た
り
、
新
た
な
観
光
資
源
の
発
見
・
発
掘

を
行
う
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

江
東
区
メ
タ
観
光
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
２
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。
１
つ
は
地
元
の
隠
れ
た
お
気
に
入

り
の
場
所
を
地
域
住
民
や
区
外
在
住
の
江
東

区
フ
ァ
ン
が
紹
介
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
目

線
か
ら
新
た
な
観
光
資
源
を
探
る
「
わ
た
し

の
名
所
、
あ
な
た
の
名
所
」。
も
う
１
つ
は

参
加
者
が
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
専
門
家

新
た
な
観
光
資
源
を
発
見
・
発
掘
す
る
江
東
区
の
メ
タ
観
光

巻頭特集 416_ 四校� 24/10/29

「わたしの名所、あなたの名所」の活動中の様子

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
「
メ
タ
観
光

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」

「
メ
タ
観
光
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
で
は
、

「
暗
渠
×
電
線
×
ド
ン
ツ
キ
」「
建
築
×
ド

ボ
ク
×
公
団
」「
路
上
園
芸
×
旧
町
名
×

壁
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
専
門
家
を
講
師

と
し
て
招
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
午
前
中
に
講
義
を
受

け
、
午
後
か
ら
公
共
交
通
機
関
も
活
用
し

な
が
ら
江
東
区
内
を
散
策
し
、
講
義
の

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
て
写

真
撮
影
。
紹
介
文
を
提
出
し
、
専
門
家
か

ら
講
評
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
江

東
区
の
新
し
い
魅
力
を
探
し
て
み
た
い
方

を
は
じ
め
、
家
族
で
の
参
加
や
都
外
在
住

の
方
、
専
門
家
の
フ
ァ
ン
の
方
も
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集

大
成
と
し
て
、「
メ
タ
観
光
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
の
講
師
９
組
が
登
壇
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
江
東
区
の
メ
タ
観
光
」
を
12
月
７

日
に
開
催
し
、
江
東
区
の
観
光
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
周
遊
型
イ
ベ
ン
ト
「
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
旅
め
ぐ
り
」
や
メ
タ
観
光
マ
ッ
プ
を
通

じ
て
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
区
民
に
は
地
域
へ
の
愛
着
を
高

め
て
い
た
だ
き
、
区
外
の
方
に
は
江
東
区
を

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
文化観光課観光推進係　TEL:03-3647-3312�FAX:03-3647-8470

あなたが気になるジャンルで
情報を検索することも

できます。

▲友だち登録は
こちらから

▲メニューの
　��「江東メタ観光マップ　江東区
観光情報」をタップ

▲ジャンル分けされたスポットが
　マップ上に表示

区観光情報公式LINE  　　　 に
登録すると見ることができます。

KOTO
おでかけパスメタ観光

マップは

巻頭特集 416_ 四校� 24/10/29

「メタ観光スタディーズ」の活動中の様子

江東区
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光
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光
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築
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ボ
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。
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介
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光
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催
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光
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Ｏ
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光
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を

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

取
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■�

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
都
の
防
災
対
策
の
方
向

性
に
つ
い
て

■
第
27
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■�
第
28
回
特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
の
概
要
に
つ

い
て

■�「
不
合
理
な
税
制
改
正
等
に
対
す
る
特
別
区
の
主
張

（
令
和
6
年
度
版
）」
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て

■
都
区
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

物
の
受
入
れ
開
始
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い

て
■
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
6
年
度
第
3
回
）

に
つ
い
て

■
第
27
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■�「
不
合
理
な
税
制
改
正
等
に
対
す
る
特
別
区
の
主
張

（
令
和
6
年
度
版
）」
に
つ
い
て

■
令
和
7
年
度
議
長
会
等
会
議
日
程
【
素
案
】
に
つ
い
て

■
議
長
会
研
究
会
（
勉
強
会
）
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
10
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

10.11

会
長
区

10.18

会
長
議

左
記
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
館

中
は
資
料
の
貸
出
・
予
約
・
返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
蔵
書
点
検
期
間

　

令
和
6
年
12
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
令
和
6
年
12
月
21
日
（
土
）

▼
年
末
最
終
日

　

令
和
6
年
12
月
27
日
（
金
）
17
時
閉
館

▼
年
末
年
始

　

令
和
6
年
12
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
令
和
7
年
1
月
5
日
（
日
）

【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話 

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

東
京
区
政
会
館
で
は
、
2
階
商
業
区
画
の
貸
店
舗

2
0
1
区
画
（
58
・
07
坪
、
1
9
1
・
96
㎡
）
及
び

2
0
2
区
画
（
69
・
46
坪
、
2
2
9
・
63
m2
）
の
テ
ナ

ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
か
1
区
画
に
出

店
、
あ
る
い
は
2
区
画
を
ま
と
め
て
一
店
舗
と
し
て
利

用
、
ど
ち
ら
も
可
能
で
す
。
J
R
1
路
線
、
地
下
鉄
4

路
線
が
乗
り
入
れ
る
飯
田
橋
駅
か
ら
徒
歩
2
分
、
目
白

通
り
沿
い
で
、
交
通
利
便
性
が
高
く
、
視
認
性
の
高
い

好
立
地
で
す
。
内
見
や
募
集
要
件
に
つ
い
て
は
、
お
気

軽
に
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

東
京
区
政
会
館
2
階
商
業
区
画

テ
ナ
ン
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

特別区自治情報・
交流センター
ホームページ

公式X（旧ツイッター）

■物件概要

物 件 名 東京区政会館　商業棟（貸店舗）

所 在 地 東京都千代田区飯田橋三丁目5番1号

竣工年月 平成17年5月（新耐震基準）

現 況 スケルトン

募集区画
2階　201区画（58.07坪、191.96m2）
2階　202区画（69.46坪、229.63m2）

募集業種 物品販売業を営む店舗、飲食店、診療所等（事務所不可）

■担当（問合せ先）
　（公財）特別区協議会　総務部会館管理課
　TEL 03（5210）9648　FAX 03（5210）9713
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特
別
区
長
会
は
、
10
月
11
日
（
金
）
に

「
不
合
理
な
税
制
改
正
等
に
対
す
る
特
別

区
の
主
張
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

不
合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
は
深
刻

こ
れ
ま
で
国
は
、「
地
方
創
生
の
推
進
」

「
税
源
偏
在
是
正
」
の
名
の
も
と
に
、
法

人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
や
地
方
消
費
税

の
清
算
基
準
の
見
直
し
な
ど
の
税
制
改
正

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
影
響
額
に
ふ
る
さ
と
納
税
も
含
め

た
特
別
区
の
減
収
は
、
令
和
6
年
度
で
約

3
千
2
百
億
円
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
累

計
で
、
約
1
兆
9
千
億
円
に
上
り
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
区
税
と
し
て
区
民
の
皆

様
に
使
わ
れ
る
べ
き
税
金
が
、「
東
京
は

財
源
に
余
裕
が
あ
る
」
な
ど
の
一
方
的
な

見
方
に
よ
っ
て
、
国
に
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
①
不
合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
影

響
は
深
刻
、
②
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
廃

止
を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
、
③

東
京
の
地
方
財
源
が
突
出
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
、
④
今
後
も
多
く
の
財
源
が
必

要
、
⑤
地
方
税
財
源
の
拡
充
こ
そ
地
方
分

権
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
5
点
を
挙
げ
て
、

特
別
区
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

特
別
区
は
膨
大
な
財
政
需
要
を
抱
え
て
い
る

不
合
理
な
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
る
減

収
に
加
え
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
も

重
な
り
、
特
別
区
の
財
政
は
先
行
き
が
依

然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
で
す
。

高
齢
者
の
急
増
や
首
都
直
下
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
改
築
な
ど
、
特
別
区
は
膨
大

な
財
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

特
別
区
長
会
は
、
応
益
負
担
と
い
う
地

方
税
の
本
旨
を
無
視
し
て
特
別
区
か
ら
貴

重
な
税
源
を
奪
う
不
合
理
な
税
制
改
正
に

つ
い
て
是
正
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
方

税
財
源
総
体
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

不合理な税制改正等に対する
特別区の主張（令和6年度版）

【不合理な税制改正等に対する特別区の主張【概要】より加工して作成】
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「不合理な税制改正等に対する特別区の主張」の本編及び概要は、特別区長会のホームページでご覧になれます。
https://www.tokyo23city-kuchokai.jp/katsudo/shucho.html
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ダ
ー
」
と
し
て
各
区
・
一
部
事
務
組
合

よ
り
40
名
の
方
々
に
登
壇
い
た
だ
き
、

新
任
職
員
の
先
輩
と
し
て
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
進
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
生
は
、
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
の

体
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
真
剣
な
眼

差
し
で
耳
を

傾
け
て
お
り
、

今
後
の
職
務

遂
行
に
活
か

す
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な

内
容
と
な
っ

た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

  

研
修
生
か
ら
の
感
想
・
意
見

参
加
し
た
研
修
生
か
ら
は
、「
今
回

の
新
任
研
修
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
職
場
で
の
課

題
の
解
決
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
同
じ
班
の
研
修
生
と
の
丁

寧
な
計
画
作
り
を
学
び
ま
し
た
。
具
体

的
な
日
付
も
想
定
し
な
が
ら
計
画
す
る

様
子
は
、
ま
さ
に
事
業
で
講
座
を
行
っ

て
い
る
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。」「
今
回
の
研
修
で
は
全

く
違
う
職
種
の
方
と
関
わ
る
こ
と
で
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
意
見
を
も
ら
え
た
こ

と
が
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
い
っ
た
感
想
等
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

  
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
感
想
・
意
見

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
か
ら
は
、「
他
の
区
で
同
じ
よ
う

令和6年度　新任研修（後期）
を実施しました

職
層
研
修
「
新
任
研
修
（
後
期
）」

を
実
施
し
ま
し
た

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
9
月
2

日
か
ら
9
月
13
日
ま
で
の
延
べ
10
日

間
、
令
和
6
年
度
新
任
研
修
【
後
期
】

を
実
施
し
、
15
区
3
一
部
事
務
組
合
か

ら
1
9
5
1
名
の
研
修
生
が
受
講
し
ま

し
た
。

本
研
修
は
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
く

上
で
求
め
ら
れ
る
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
仕
事
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
知
識
・
能
力
を
習
得
す

る
と
と
も
に
、
研
修
生
同
士
の
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
、
実
践
力
や
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
研
修
生
一
人
ひ
と
り
が
自

身
の
職
場
で
の
人
間
関
係
や
仕
事
の
進

め
方
を
振
り
返
り
、
実
際
の
仕
事
等
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
研
修
生
同
士
で

課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
実
践
的
な
事
例
討
議
等
に
重
点
を

お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

1
日
目
の

午
前
中
は
、

話
し
方
の
ポ

イ
ン
ト
や
積

極
的
な
傾
聴
、

相
手
の
存
在

を
認
め
る
承

認
、
効
果
的

な
質
問
と

い
っ
た
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学

び
ま
し
た
。
午
後
は
、
よ
り
よ
い
応
対

や
ク
レ
ー
ム
対
応
、
職
場
経
験
発
表
を

通
じ
て
、
午
前
中
に
学
ん
だ
内
容
の
実

践
を
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
仕
事
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
知
識
・
能
力
の
習
得
を
ね
ら
い

と
し
、
講
座
企
画
に
関
す
る
演
習
を
行

い
、
班
ご
と
に
企
画
内
容
、
予
算
内

訳
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
等
を
具
体
的

に
考
え
、
事
業
計
画
書
の
作
成
を
模
擬

体
験
し
ま
し
た
。「
持
寄
事
例
」
に
基

づ
い
た
課
題
解
決
で
は
、
5
～
6
人
の

グ
ル
ー
プ
で
仕
事
に
関
す
る
悩
み
や
課

題
等
を
発
表
し
、
研
修
生
同
士
の
意
見

交
換
や
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
助

言
・
提
案
に
よ
り
、
課
題
の
解
決
、
克

服
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
内
容

と
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
各
自
が
課

題
解
決
に
向
け
て
決
意
表
明
を
行
い
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
研
修
生

同
士
の
活
発
な
意
見
交
換
等
を
行
う
様

子
が
見
ら
れ
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
、

新
た
な
視
点
や
考
え
を
得
ら
れ
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、「
ク
ラ
ス
リ
ー

な
仕
事
を
し
て
い
る
職
員
と
大
変
さ
等

を
共
有
で
き
る
よ
い
機
会
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
社
会
人
経
験
の
あ

る
研
修
生
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
、

新
卒
の
研
修
生
に
と
っ
て
参
考
と
な
る

考
え
方
な
ど
を
得
る
こ
と
が
で
き
と
て

も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。」「
自

分
の
新
人
時
代
を
振
り
返
る
時
間
に
な

る
と
と
も
に
、
職
場
の
部
下
目
線
に

な
っ
て
考
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。」
と
い
っ
た
感
想
等
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

  

研
修
所
か
ら
ご
登
壇
さ
れ
た
講
師
へ

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
職
場
で
中
心
的
な

役
割
を
担
い
大
変
お
忙
し
い
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
研
修
実
施
に
向
け
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
別
区
の
未
来
を
担
う
職
員
と
し
て
】

研
修
生
の
皆
さ
ん
へ
。
入
庁
し
て
か

ら
の
半
年
間
、
新
し
い
環
境
の
中
で
困

難
な
状
況
や
試
練
に
直
面
し
な
が
ら
も

少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と

か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
学
ん

だ
こ
と
や
区
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
、

皆
さ
ん
が
さ
ら
に
躍
進
す
る
手
助
け
に

な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
業
務
か
ら
更
な
る
学
び
や
気
づ
き

を
得
て
、
特
別
区
の
未
来
を
担
う
職
員

と
し
て
今
後
も
ご
活
躍
で
き
る
よ
う
、

心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

研修カリキュラム

1日目 2日目

職場のコミュニケーション
　・話し方のポイント
　・積極的な『傾聴』
　・�相手の存在を認める
『承認』

　・効果的な『質問』

仕事の進行管理
　・�演習「講座を企画・実

施する」

接遇
　・よりよい応対
　・クレーム対応
職場経験発表

「持寄事例」の課題解決に
向けて研修のまとめ

演習発表の様子

班討議の様子
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●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修
納税（実務コース） 1/16（木）・1/17（金） 納税事務を担当する職務経験1、2年程度の職員
納税（演習コース） 1/28（火） 納税事務を担当する職務経験2年程度の職員
栄養士 1/30（木）・2/3（月） 保健所・保健センター、保育園、福祉施設等に勤務する栄養士
医療監視 1/21（火） 医療監視業務に従事する職員
薬事監視 1月下旬 薬事監視業務に従事する職員
発達障害支援（演習）② 1/9（木）・1/30（木） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員、子ども家庭福祉行政に携わる職員
建築保全 1月中旬 建築関係の業務に携わる職員
一級建築士入門 1/10（金） 一級建築士試験の受験を検討している職員
土壌汚染対策（規制指導） 1/24（金） 環境・公害規制部署で土壌汚染規制指導事務を担当する職員

児童相談所関連研修

特別区児童相談所実務者研修会 1月中旬 ①児童相談所、こども家庭センター等の職員
②子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

保護者支援プログラム実践者
養成研修③ 1/30（木） ①児童相談所、こども家庭センター等の職員

②子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

児童心理司リーダー研修 1月中～下旬
①児童心理司5年目以上の職員
②�児童相談所またはこども家庭センターにおいて、心理職のリーダー的役割を担う、
または担うことが期待される職員

児童福祉司（応用）Ⅰ② 1/23（木）・1/24（金） 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員虐待対応の実務経験があり基本的な用語、法制度等をおおむね理解できている職員
ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上⑨ 1/21（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話によるポジティブ・
アプローチ⑥ 1/28（火）・1/29（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

コミュニケーション
スキルアップ⑦ 1/28（火） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニ

ケーションスキルを身につけたい採用2～6年目程度の職員

協働型リーダーシップ⑦ 1/27（月） 主任以下の職員
★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶこ
とで、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢
献したいと考えている主任の職員

メンタルヘルスマネジメント⑤ 1/29（水） 係 長 級 の 職 員
★�メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不調
の予防や早期発見・早期対応方法等のマネジメント知識を身
につけたい係長級の職員

サポート研修

政策法務 1/27（月）・1/30（木） 主任以下の職員 ★�政策法務について学び、習得した知識・視点等を事業運営等
の実務で活用したい主任以下の職員

※紙面の都合上、1月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部2月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法
や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/
index.html）もご覧ください。� （特別区職員研修所）

　　研修名：「特別区児童相談所実務者研修会」
対　象：児童相談所、こども家庭センター等の職員
　　　　子ども家庭福祉行政に携わる職員
内　容： •児童相談所、こども家庭センター等の課題と対応策
　　　　 •事例検討など

日時：�1月14日（火）	
0.5日間

特別区職員研修所からのご案内

1月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。
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▼�

自
治
体
の
係
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
上
司
・
部
下
関
係
を
実
証
分
析
で
読
み
解
く

　
　

令
和
6
年
3
月　

大
森
彌　

編

�

（
特
別
区
制
度
研
究
会
執
筆
）

本
書
は
、
当
協
議
会
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た

「
特
別
区
制
度
研
究
会
」
に
お
け
る
研
究
成
果
を
ま
と

め
て
出
版
し
た
も
の
で
す
。

同
研
究
会
で
は
、
行
政
学
者
と
行
政
実
務
者
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、「
特
別
区
職
員
の
人
材
育
成
に
資
す

る
基
礎
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
別
区
職
員
を
対
象
と

す
る
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
日
本
で
は
ま
だ
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
Q
方
法
論
調
査
、
現
場
の
係
長
に

対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、
量
・

質
両
面
か
ら
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
第
Ⅰ
部
で
は
、
自
治
体
職
員
の
現
状
や
仕
事
観
、
上

司
・
部
下
の
関
係
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
係
長
の
役
割

と
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
上
司
・
部
下
関
係
を
基
軸
と
し
て
、

「
組
織
の
中
の
係
長
」
に
視
点
を
当
て
、
組
織
に
お
け

る
係
長
の
多
様
性
、
複
数
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る

現
代
の
係
長
像
な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。

学
術
的
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、
広
く
行
政
職
員
に
も

読
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に
す
る
、
と
い
う
故
大
森
彌
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
編
集
方
針
の
も
と
に
執
筆
し
、
出

版
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

︿
目
次
﹀

序　

章　

自
治
体
の
実
態
を
人
間
関
係
か
ら
探
る

第
Ⅰ
部　

職
員
か
ら
み
た
自
治
体
の
す
が
た

第
1
章　

�

自
治
体
職
員
の
構
成

　
　
　
　

︱
組
織
と
職
層
か
ら
み
る
︱

第
2
章　

自
治
体
職
員
の
仕
事
観
と
理
想
の
上
司

　
　
　
　

︱
Q
方
法
論
に
よ
る
分
析
︱

第
3
章　

成
果
を
出
す
自
治
体
の
人
間
関
係

　
　
　
　

︱
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
分
析
︱

第
Ⅱ
部　

自
治
体
を
支
え
る
係
長
の
リ
ア
ル

第
4
章　

係
長
と
は
何
か

第
5
章　

自
治
体
職
員
か
ら
み
た
係
長

第
6
章　

係
長
か
ら
み
た
自
治
体
の
人
間
関
係

終　

章　

変
わ
り
ゆ
く
係
長
の
条
件

�

（
勁
草
書
房
か
ら
出
版　

価
格
4
千
円
+
税
）

▼�

特
別
区
制
度
の
行
路
　
法
制
関
係
資
料
集

　
　
第
1
期
　
特
別
区
の
誕
生

　
　

令
和
6
年
3
月　

特
別
区
協
議
会
企
画
・
編
集

特
別
区
制
度
は
、
昭
和
22
年
の
地
方
自
治
法
の
制
定

と
と
も
に
誕
生
し
、
そ
の
後
、
昭
和
27
年
、
昭
和
40

年
、
昭
和
50
年
、
平
成
12
年
と
、
4
回
の
大
き
な
制
度

改
正
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
法
制

定
以
来
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
制
度
改
正
を
何
度
も
重

ね
て
き
た
自
治
体
は
他
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

本
書
は
、
特
別
区
と
い
う
制
度
が
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
、
変
化
し
て
き
た
の
か
、
制
度
改
正
の
際
の
地

方
制
度
調
査
会
の
答
申
や
国
会
等
で
の
議
論
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る

関
係
法
令
は
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
き
た
の
か
等
、

法
令
、
国
会
審
議
、
答
申
等
を
中
心
に
関
係
資
料
を
資

料
集
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
後
、
第
2

期
以
降
の
資
料
集
も
作
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
第
1
期
と
な
る
本
書
で
は
、
東
京
都
制
制
定
前
か
ら

地
方
自
治
法
制
定
後
ま
で
の
時
期
の
関
係
資
料
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

︿
目
次
﹀

序　

章　

�

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
地
方
制
度
改

革
の
動
き

第
1
章　

�

第
一
次
地
方
制
度
改
革　

︱
東
京
都
制
等
の
改
正
︱

第
2
章　

改
正
東
京
都
制
の
規
定

第
3
章　

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申

第
4
章　

�

第
二
次
地
方
制
度
改
革

︱
地
方
自
治
法
の
制
定
︱

第
5
章　

�

地
方
自
治
法
の
関
係
規
定
と
そ
の
後
の
改

正

第
6
章　

関
連
諸
制
度
の
整
備

特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
P
D
F
デ
ー
タ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
事
業
部
調
査
研
究
課

電
話　

0
3
（
5
2
1
0
）
9
6
8
3

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特別区協議会発行資料等のご紹介
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●�⻑引く痛みの考え⽅	
健康のための脳と身体づくり� 【講座コード：2431B006】

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

痛みは、運動の遂⾏を阻害するだけでなく、⾝体意識を
も変質させることがあります。本講座では、痛みの基礎知
識を整理したうえで⾝体意識の変質が痛みの問題の⻑期化
につながることについて解説します。そして、⾝体意識を
再構築し健康的な⾝体を作っていく実践的な⽅法について
具体例を交えながら提⽰していきます。過去に開催された
同名講座の内容をふまえつつ、新たな知⾒を加えた内容と
なっています。軽い運動を⾏いますので動きやすい服装で
お越しください。
＜各回について＞
・痛みの基礎知識の整理と理解
・⾝体意識を再構築し健康的な⾝体をつくるための実践

講　師：�永田 将行	
東⼩⾦井さくらクリニック 理学療法⼠

　　　　�江原 弘之	
西鶴間メディカルクリニック	
理学療法士 いたみ専門医療者 公認心理士

日　時：�12月21日（土）	
15：00～17：10（全1回）

受講料：5,000円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
12月開講講座のご案内です！！

●�種と「いきざま」の多様性を知る	
落ち葉の下や洞窟に暮らす動物を例に� 【講座コード：2431G009】

21世紀において、生物多様性の急激な喪失への対応は、
人類が存続し続ける上で 最も重要な課題の一つとなって
います。生物多様性を適切に保全し、人為的な撹乱に便乗
した外来生物を制御・駆逐するためには、どのような種が
どのように分布しているか、種多様性について、早急に解
明する必要があります。
生物に関する膨⼤かつ多様な情報を整理・蓄積・検索す
る上で、種は最も基本的な単位です。種を発⾒・記載・命
名し、分類体系に組み上げていく「系統分類学」は古臭い
学問とみなされがちですが、実は我々の直面する課題「生
物多様性の保全」を推進する上で不可⽋な情報インフラを
形成する学問分野と⾔えます。
一方で、系統分類学は「種レベルの多様性を迅速に解明

する」という社会的要請に応えるために、その方法論を進
化させていく必要があります。我々研究グループは様々な
無脊椎動物を扱いながら、新しい時代の系統分類学のある
べき姿を模索しています。今回の講義では、我々の研究の
一端を紹介したいと思います。

講　師：�江口 克之	
東京都立大学 動物系統分類学研究室 准教授

日　時：�12月2日（月）	
18：00～19：30（全1回）

受講料：3,000円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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清
掃
技
術
・
技
能
を
支
え
る

清
掃
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
東

京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
（
以

下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
が
設
置

す
る
人
材
育
成
、
清
掃
技
術
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
行
う
組
織
で
す
。
清
掃

一
組
は
、
ご
み
の
中
間
処
理
を
行
う
特

別
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
23
区
の
清

掃
工
場
等
の
整
備
及
び
管
理
運
営
を

担
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
等
の
整
備
及
び
管
理
運
営

に
は
、
高
度
で
専
門
的
な
清
掃
技
術
・

技
能
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
団

塊
の
世
代
で
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
支

え
て
き
ま
し
た
が
、
大
量
退
職
の
時
期

を
迎
え
、
こ
の
清
掃
技
術
・
技
能
を
ど

の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
平

成
20
年
10
月
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
各
種
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
25
年
度
に
調
査
・

研
究
部
門
が
発
足
し
、
清
掃
工
場
等
の

技
術
的
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
清
掃
技
術
・
技
能
を
支
え

る
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
訓
練
に
つ
い
て

清
掃
工
場
等
は
、
焼
却
炉
や
ボ
イ

ラ
、
発
電
機
な
ど
各
種
機
器
が
集
合
し

た
プ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
職
員
の
技
術
・

技
能
に
よ
り
、
設
備
・
機
器
の
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
て
こ
そ
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
技
術
・
技
能

の
継
承
を
目
的
と
し
て
、
訓
練
セ
ン

タ
ー
や
清
掃
工
場
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

少
人
数
実
践
方
式
で
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
訓
練
コ
ー
ス
は
、
左

表
の
と
お
り
、
8
コ
ー
ス
、
28
科
目
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
運
転
管
理
コ
ー
ス
」

清
掃
工
場
等
の
主
要
設
備
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
理
解
し
、
運
転
技
術
や
管
理
能

力
等
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
各
設
備
の
運
転
操
作
と
監
視

を
す
る
中
央
制
御
室
の
臨
場
感
を
体
感

で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
を
活
用
し

て
、
基
本
的
な
操
作
か
ら
あ
ら
ゆ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
判
断
力
を
身
に

つ
け
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

「
設
計
積
算
コ
ー
ス
」

プ
ラ
ン
ト
工
事
や
建
築
設
備
工
事
の

設
計
積
算
技
術
を
体
系
的
に
学
び
、
規

則
、
規
程
、
予
算
等
に
関
す
る
知
識
を

習
得
し
、
さ
ら
に
、
演
習
に
よ
っ
て
実

務
能
力
を
あ
わ
せ
て
身
に
つ
け
る
訓
練

を
行
い
ま
す
。

「
専
門
コ
ー
ス
」

専
門
性
の
高
い
積
算
シ
ス
テ
ム
・
作

図
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
の
基
本
操
作
や
演

習
を
通
し
て
、
建
築
機
械
設
備
工
事
の

設
計
積
算
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

「
整
備
実
習
コ
ー
ス
」

清
掃
工
場
等
の
定
期
点
検
補
修
工
事

等
に
お
け
る
工
事
監
督
の
あ
り
方
や
、

安
全
で
適
切
な
工
事
の
推
進
方
法
に
つ

い
て
、
清
掃
工
場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学

び
ま
す
。

「
整
備
技
能
コ
ー
ス
」

清
掃
工
場
等
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
を
補

修
し
、
維
持
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な

溶
接
、
工
作
機
械
、
分
解
・
計
装
設

備
、
電
気
工
事
等
に
係
る
技
術
・
技
能

を
学
び
ま
す
。

「
環
境
管
理
コ
ー
ス
」

清
掃
工
場
等
の
安
全
・
安
定
稼
働
を

図
る
た
め
に
必
要
と
す
る
、
環
境
関
連

法
令
や
各
種
分
析
方
法
等
を
学
び
ま
す
。

「
必
修
コ
ー
ス
」

新
規
採
用
職
員
（
技
術
・
技
能
系
）

を
対
象
に
清
掃
工
場
の
整
備
技
能
や
焼

却
技
術
な
ど
を
学
び
ま
す
。

「
特
別
コ
ー
ス
」

工
場
か
ら
の
要
望
等
に
よ
り
必
要
に

応
じ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
訓
練
を
行

い
ま
す
。

講
師
は
？

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
ベ
テ
ラ

ン
の
専
任
講
師
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
や
、
清
掃
工
場
等
に
所
属
し
て
い

る
職
員
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
各
訓

練
コ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
講
師
も
清
掃
工
場
等
で
の
実
務
経

清掃技術訓練センターとは

訓練コースと訓練科目（令和6年度）

訓練コース 訓練科目
運 転 管 理 日常管理科、危機管理科、タービン・発電機科
設 計 積 算 概論科、演習科、積算科（他自治体）
専 門 営繕積算システム科、Jw_cad基本操作科、建築設備設計科
整 備 実 習 ボイラー・タービン主任技術者育成科
整 備 技 能 溶接技能工作科、旋盤技能工作科、分解整備科、計装設備科、電気工事士科、電気機器制御科
環 境 管 理 環境法令科、工業用分析計管理科、分析機器科、水質等管理科
必 修 新任技能基礎訓練、技術系職員導入・設備管理職員フォローアップ研修

特 別 電気主任及び代行の役割と業務、清掃工場建設計画・環境影響評価手続き、危険体感訓練、ヒヤリ
ハット体感スクール、機械加工（旋盤作業）等

運転管理コースの訓練風景整備技能コースの訓練風景
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験
が
豊
富
で
あ
り
、
技
術
・
技
能
を
備

え
た
職
員
で
す
。

ど
の
よ
う
な
設
備
が
あ
る
の
？

清
掃
工
場
の
中
央
制
御
室
を
模
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
室
、
分
析
室
、
溶
接
や

各
種
機
器
の
分
解
組
立
技
術
を
学
ぶ
技

能
訓
練
室
に
加
え
、
令
和
4
年
度
か
ら

は
新
た
に
、
公
務
・
労
働
災
害
防
止
を

目
的
と
し
た
危
険
体
感
装
置
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

訓
練
実
績
は
？

こ
れ
ま
で
に
、
在
籍
す
る
技
術
・
技

能
職
員
の
約
74
％
が
1
回
以
上
の
訓
練

を
受
講
し
て
い
ま
す
。

訓
練
修
了
後
の
受
講
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
技
術
・
技
能
が
向
上
し

た
」「
内
容
は
期
待
ど
お
り
で
あ
っ
た
」

と
の
肯
定
的
な
回
答
が
9
割
を
超
え
て

い
ま
す
。

他
自
治
体
へ
の
訓
練

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
清
掃
一
組
の

職
員
に
加
え
、
他
自
治
体
な
ど
か
ら
も

訓
練
生
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
13
団
体
39
名
を
受

入
れ
、
他
自
治
体
な
ど
へ
の
技
術
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

清
掃
工
場
等
の
技
術
的
課
題
を
解
決

し
、
安
全
か
つ
安
定
的
な
操
業
に
寄
与

す
る
た
め
、
中
長
期
的
、
多
面
的
な
見

地
か
ら
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

調
査
・
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
清
掃
工
場
等
が
抱
え
る
技

術
的
課
題
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
機

器
故
障
の
分
析
を
行
い
、
清
掃
工
場
等

の
様
々
な
課
題
を
把
握
し
た
上
で
決
定

し
ま
す
。

調
査
・
研
究
の
進
め
方
に
は
、
調

査
・
研
究
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、
訓
練
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
自
主
調
査
・
研
究

と
、
先
端
技
術
や
最
新
情
報
を
持
つ
プ

ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
（
清
掃
工
場
を
設

計
・
施
工
し
た
事
業
者
）
等
と
の
共
同

に
よ
る
調
査
・
研
究
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、「
ボ
イ
ラ
水
管
等
の
保

全
対
策
」、「
電
気
設
備
の
劣
化
診
断
」、

「
排
ガ
ス
及
び
灰
処
理
技
術
の
検
討
」、

「
灰
の
資
源
化
」、
等
の
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
令
和
5
年
度
に
、
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
J
F
E
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
と
共
同
で
開
始
し

た
「
焼
却
炉
内
部
耐
火
物
点
検
の
効
率

化
・
高
度
化
に
関
す
る
共
同
研
究
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

焼
却
炉
内
部
耐
火
物
と
は

焼
却
炉
内
部
の
側
面
に
は
ご
み
を
燃

焼
さ
せ
る
火
格
子
（
火
床
）
を
取
り
囲

む
よ
う
に
焼
却
熱
を
回
収
す
る
ボ
イ
ラ

水
管
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ボ

イ
ラ
水
管
を
燃
焼
火
炎
か
ら
保
護
す
る

た
め
に
耐
火
断
熱
レ
ン
ガ
等
の
耐
火
物

が
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

清
掃
工
場
の
焼
却
炉
内
部
で
は
、
ご

み
が
8
0
0
℃
以
上
で
燃
え
、
腐
食
性

の
ガ
ス
が
発
生
し
ま
す
。
耐
火
物
は
、

高
温
や
腐
食
環
境
に
対
し
て
耐
久
性
が

あ
り
ま
す
が
、
24
時
間
連
続
と
い
う
ご

み
焼
却
の
厳
し
い
環
境
下
で
の
使
用
に

よ
り
、
徐
々
に
劣
化
が
進
み
ま
す
。
こ

の
た
め
、
清
掃
工
場
で
は
年
1
回
の
定

期
点
検
補
修
工
事
期
間
に
耐
火
物
の
点

検
を
実
施
し
、
劣
化
具
合
に
応
じ
て
補

修
や
交
換
を
行
い
ま
す
。

耐
火
物
の
点
検
は
、
炉
内
に
足
場
を

組
み
上
げ
、
点
検
員
が
目
視
確
認
や
打

音
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
補
修
箇
所
を

判
断
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
従
来
の

点
検
方
法
に
は
、
足
場
の
設
置
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
や
、
高
所
作
業
に
よ
る

危
険
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

研
究
内
容

本
共
同
研
究
で
は
、
高
性
能
な
カ
メ

ラ
を
搭
載
し
た
小
型
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
、
取
得
し
た
画
像
か
ら
耐
火
物
の
補

修
が
必
要
な
部
分
を
判
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
点
検
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
点

検
で
き
な
か
っ
た
高
所
や
人
間
が
入
れ

な
い
よ
う
な
狭
小
エ
リ
ア
の
点
検
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
清
掃
工
場
の
焼
却
炉
内
に
小

型
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
、「
サ
ー
モ
カ

メ
ラ
」、「
フ
ル
H
D
カ
メ
ラ
」
な
ど
の

搭
載
機
器
を
活
用
し
、
耐
火
物
の
撮
影

を
行
っ
て
い
ま
す
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
分
析
・
解
析
す
る
こ
と
で
耐
火
物
の

膨
ら
み
等
の
劣
化
状
況
の
診
断
に
活
用

す
べ
く
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
む
す
び
に

今
後
も
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
訓
練
、

調
査
・
研
究
の
実
施
を
通
じ
て
、
清
掃

工
場
等
の
安
全
・
安
定
操
業
に
対
す
る

区
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
て
い
き
ま

す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
清
掃
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
） 小型ドローン

焼却炉内部

取得した画像より作成した炉壁面等高線マップ
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　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

10 9/29～10/4 14,393,074,520円 1,855,045人 2,398,845,750円 309,174人 7,760円 214.9% 183.7% 117.0%
11 10/14～10/18 7,986,684,840円 1,182,526人 1,597,336,970円 236,505人 6,750円 76.8% 98.6% 77.9%

「東京メガイルミ2024−2025」11月2日（土）オープン！

～3歳ダート三冠競走　最終戦～
ジャパンダートクラシックを実施

ウォーカープラス「全国の行ってみたいイルミネーションランキング」で4年連続1位（2020−2021～2023−2024）を獲
得し、「全国の行ってよかったイルミネーションランキング」でも2年連続1位（2022−2023、2023−2024）となるなど、毎
年ご好評いただいている冬季限定のイルミネーションイベント「東京メガイルミ」が11月2日（土）にオープンしました。

今シーズンは、メガツリーでの様々な演出プログラムや、長さ100mの光のトンネル「江戸桜トンネル」、「日本原風
景」など和のきらめきエリアの各種イルミネーションが音楽とともに連動して点灯する新演出をお楽しみいただけます。
また、ミニチュアホース＆ポニーとのふれあい、誘導馬の噴水コラボショーなど、競馬場ならではの大人気お馬さんイ
ベントも実施します。

さらに、株式会社Cygamesが手掛ける「ウマ娘 プリティーダービー」との3季連続となるコラボが決定！そのほかに
も子どもたちに大人気の世界一cuteなバランスボール「RODY（ロディ）」のイベントスペースを新設するなど、様々な
企画・イベントをご用意しています。

大井競馬場の冬の風物詩「東京メガイルミ」へのご来場を心よりお待ちしております。

第26回ジャパンダートクラシック競走（JpnⅠ）が、10月2日（水）に実施されました。
JRAから7頭、他地区から3頭を迎え計15頭で行われたこのレース。スタート直後

から二、三番手の好位置につけたフォーエバーヤング号が最後の直線で抜け出すと
2着ミッキーファイト号の猛追を振り切り、一馬身以上の差をつけて見事1着となり
ました。

これをもって今年の3歳ダート三冠競走は全て終了しました。レース体系を整備し、
地方競馬・中央競馬の垣根を越えての挑戦が可能となった節目の年。いずれも熱戦
が繰り広げられ、多くのお客様に新たな時代
の幕開けを印象づけることとなりました。

来年に向けて、2歳馬たちの戦いはすでに
始まっています。これからもぜひ大井競馬に
ご注目ください。

◎営業期間
　2024年11月2日（土）～2025年1月12日（日）
　※�営業日・営業時間等は、東京メガイルミ公式サイト 

でご確認ください。
　※状況により変更となる場合があります。

◎料　　金
　・前売券（日時指定）	 大人　800円～　小人400円～
　・当日券　　　　　　	 大人 1,000円～　小人500円～
　※�価格変動制のため、来場日により価格が異なります。 

詳しくは公式サイトをご確認ください。

3歳ダート三冠競走優勝馬（2024年）

レース名 実施日 優勝馬

羽田盃（JpnⅠ）   4月24日（水） アマンテビアンコ号

東京ダービー（JpnⅠ）   6月  5日（水） ラムジェット号

ジャパンダートクラシック（JpnⅠ） 10月  2日（水） フォーエバーヤング号

（競馬事務局 広報課）

第26回ジャパンダートクラシック
優勝馬　フォーエバーヤング号

ご来場の前に、
営業・イベント
カレンダーの

ご確認をお忘れなく！
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勝島王冠
（SⅡ）
●12月4日（水）
●1,800m

レース名はTCKの所在地（品川区勝島）に由
来します。年末に行われる「東京大賞典」のス
テップレースとして2009年に準重賞から重
賞となり、年末の大一番を目指す南関東所属
の有力馬がひしめく、ハイレベルで注目度の
高いレースです。
＜1着馬に東京大賞典の優先出走権を付与＞

ジェムストーン賞
（SⅢ）
●12月5日（木）
●1,200m

2023年までは準重賞として行われていた
2歳馬によるスプリント（1,200m）戦で、今
年から重賞に格上げされました。短距離を得
意とする若駒の年内の目標レースとなり、年
明けからの3歳路線がさらに充実することに
なりました。
＜1着馬・2着馬にニューイヤーカップの優先
出走権を付与＞

東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（日）
●2,000m

毎年12月29日に行われるダート競馬の総
決算レースで、地方競馬で唯一となる国際
GⅠに格付けされている国際競走です。芝の
レースも含めた世界のトップ100GIレース
にランクインするほどレベルが高いレース
で、日本全国から集結したダートグレード戦
線の実績馬や海外で活躍する実力馬が参戦
し、その年のダートNO．1を決めるグランプリ
レースとして高い注目が集まります。

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（月）
●1,600m

年末に3日連続で行われる重賞の第2弾は、
年の瀬のダートを彩るレディたちが競演する
マイル（1,600m）戦の牝馬限定の重賞で
す。年明けのダートグレード戦線に向けて、南
関東所属馬の勢力図を確認する意味でも見
逃せない一戦です。
＜1着馬・2着馬にクイーン賞の優先出走権
を付与＞

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（火）
●1,600m

2024年のラストを飾る重賞は、デビュー間
もない2歳馬の女王決定戦。ゴール前写真判
定装置やスターティングゲートの採用、ナイ
ター競馬「トゥインクルレース」の実施など
TCKには日本初の試みが数多く存在します
が、2歳牝馬限定の重賞創設もJRAに先んじ
た画期的な試みでした。翌年春のクラシック
ロードに向けて、若き乙女たちが精一杯の走
りを繰り広げます。

12月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

浦和競馬開催

船橋競馬開催
東京大賞典

東京シンデレラマイル
東京2歳優駿牝馬

大井競馬開催

勝島王冠
ジェムストーン賞

大井競馬開催

川崎競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

11月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

ハイセイコー記念

大井競馬開催

浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

ハイセイコーが1972年の青雲賞で記録した1分39秒2の優勝タイムは、50年以上の歳月を経た現在も破られていません。TCKが生んだ国民的ス
ターホースの偉業を称え、2001年に現在のレース名に改称、南関東所属の期待の若駒たちが集まる注目のレースとなっています。
＜1着馬に全日本2歳優駿の優先出走権を付与＞

ハイセイコー記念（SⅠ）
●11月6日（水）
●1,600m

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

船橋競馬開催


